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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結

累計期間
第19期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年12月31日

自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 2,091,906 1,900,881 3,101,961

経常損失（△） （千円） △241,596 △141,466 △114,756

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △267,944 △180,316 △300,595

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △289,241 △168,541 △303,818

純資産額 （千円） 3,052,804 2,869,685 3,038,227

総資産額 （千円） 4,632,086 4,302,052 4,618,424

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △28.66 △19.27 △32.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.8 62.0 61.6

 

回次
第19期

第３四半期連結
会計期間

第20期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2018年10月１日
至2018年12月31日

自2019年10月１日
至2019年12月31日

１株当たり四半期純損失（△) （円） △10.47 △0.44

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第19期第３四半期連結累計期間及び第19期に

ついて、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため、第20期第３四半期連結累

計期間について、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社は「その他事業」に属しておりますプロモーション事業を、受取対価を現

金のみとする事業譲渡契約により株式会社ホワイトホールラボに譲渡いたしました。

 

また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、堅調な企業収益と雇用情勢の改善を背景に、緩やかな回復基

調で推移しました。しかし、米中貿易摩擦の長期化や中国経済の失速、国際経済の不確実性や金融市場の変動懸念も

あり、景気の先行きは依然として不透明な状態が続いております。

このような環境のなか、当社グループは、音声認識事業分野とＣＲＭ事業分野を含む「ソフトウエア開発・ライセ

ンス事業」を中核事業とし、映像制作・メディア事業分野などのそれぞれの事業の収益拡大を目指して、各事業のさ

らなる強化に努めました。

音声認識事業分野では、コミュニケーションロボットやコールセンターへ向けた拡販活動を積極的に展開しており

ます。当第３四半期には、VAIO株式会社がロボット汎用プラットフォームを用いて提供するコミュニケーションロ

ボットに、当社のローカル型音声認識が採用されました。

ＣＲＭ事業分野では、継続して当社製品の新規採用が増加しております。また、新しい自社製品の開発及び、開発

を含む販売パートナーとの協業検討を進めております。

当社グループの当第３四半期連結累計期間における経営成績としましては、売上高は1,900,881千円（前年同四半

期比9.1％減）、営業損失は140,884千円（前年同四半期は営業損失157,523千円）、経常損失は141,466千円（前年同

四半期は経常損失241,596千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は180,316千円（前年同四半期は親会社株主に

帰属する四半期純損失267,944千円）となりました。

当第３四半期連結会計期間において、匿名組合投資利益として特別利益64,047千円及び投資有価証券評価損として

特別損失42,330千円を計上いたしました。通期業績予想への影響を検討した結果、当第３四半期連結会計期間末日に

おいて当社が把握している、他の少額な業績予想の変動要因を含めた総合的な影響は軽微であると判断しておりま

す。

セグメントごとの当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、次のとおりであります。

セグメントの名称
第19期

第３四半期連結累計期間
（千円）

第20期
第３四半期連結累計期間

（千円）

増減
（千円）

ソフトウエア開発・ライセンス事業 806,411 934,858 128,446

映像制作・メディア事業 1,107,640 869,990 △237,650

その他事業 177,854 96,032 △81,822

売上高合計 2,091,906 1,900,881 △191,025
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① ソフトウエア開発・ライセンス事業（音声認識事業分野、ＣＲＭ事業分野、システム開発事業分野）

売上高は934,858千円（前年同四半期比15.9％増）、営業損失は113,481千円（前年同四半期は営業損失67,806千

円）となりました。

音声認識事業分野の売上高は574,583千円（同5.3％増）となりました。前第３四半期連結累計期間と比較し、主

に受託業務に係る売上が増加したことによるものであります。

ＣＲＭ事業分野の売上高は316,683千円（同47.9％増）となりました。前第３四半期連結累計期間と比較し、主に

新規顧客からの売上が増加したことによるものであります。

ソフトウエア開発・ライセンス事業においては、前年同四半期と比べて、売上は増加しましたが、営業損失が増

加いたしました。

この要因につきましては、「2020年３月期 第２四半期決算短信」でもお伝えしておりましたとおり、当第２四半

期連結累計期間のＣＲＭ事業分野において、新規顧客の増加に伴って開発業務が一時的に集中したことにより、開

発経費が増加したことがあげられます。

当社では、この状況を改善すべく、外部委託先の精査を行う等、開発リソースの管理強化に努めましたため、当

第３四半期連結会計期間においては、当第２四半期連結累計期間までと比べて、状況は改善しております。

また、音声認識事業分野の営業損失は、前年とほぼ同じ水準で推移いたしております。

 

② 映像制作・メディア事業（映像制作・メディア事業分野）

売上高は869,990千円（同21.5％減）、営業損失は14,535千円（前年同四半期は営業利益15,352千円）となりまし

た。前第３四半期連結累計期間と比較し、主に広告代理店業務に係る主要顧客からの売上が減少したことによるも

のであります。

 

③ その他事業（プロモーション事業分野 他）

売上高は96,032千円（同46.0％減）、営業損失は12,866千円（前年同四半期は営業損失105,069千円）となりまし

た。

2019年７月１日付で、プロモーション事業を、受取対価を現金のみとする事業譲渡契約により株式会社ホワイト

ホールラボに譲渡いたしました。このため、プロモーション事業分野の経営成績が当社グループの経営成績に含ま

れる期間が下記のように相違しております。

前第３四半期連結累計期間 2018年４月１日から2018年12月31日までの９か月間

当第３四半期連結累計期間 2019年４月１日から2019年６月30日までの３か月間

 

(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ316,371千円減少し4,302,052千円となり

ました。

総資産の内訳は、流動資産が3,674,339千円（前連結会計年度末比206,738千円減）、固定資産が627,713千円（同

109,632千円減）であります。流動資産の主な変動要因は、現金及び預金の増加199,348千円、受取手形及び売掛金の

減少490,870千円、流動資産その他の増加56,206千円によるものであり、固定資産の主な変動要因は、のれんの減少

75,937千円、ソフトウエアの減少48,627千円によるものであります。

負債の部では、流動負債が1,432,116千円（同187,366千円増）、固定負債が251千円（同335,196千円減）でありま

す。流動負債の主な変動要因は、買掛金の減少74,723千円、1年内返済予定の長期借入金の増加330,000千円、流動負

債その他の減少60,321千円によるものであり、固定負債の主な変動要因は、長期借入金の減少330,000千円によるも

のであります。

純資産の部では、利益剰余金の減少180,316千円等により2,869,685千円（同168,541千円減）となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は23,332千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,744,000

計 31,744,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(2019年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(2020年２月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,504,200 9,504,200
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 9,504,200 9,504,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 9,504,200 － 733,979 － 932,204

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 146,400 － 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,355,000 93,550 単元株式数 100株

単元未満株式 普通株式 2,800 － －

発行済株式総数  9,504,200 － －

総株主の議決権  － 93,550 －

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フュートレック
大阪市淀川区西中島

六丁目１番１号
146,400 － 146,400 1.54

計 － 146,400 － 146,400 1.54

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 藤井 聡子 2019年９月30日

 

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性9名 女性1名（役員のうち女性の比率10.0％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から

2019年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,799,586 2,998,935

受取手形及び売掛金 756,100 265,230

有価証券 200,000 200,000

仕掛品 60,760 87,709

その他 67,570 123,777

貸倒引当金 △2,940 △1,313

流動資産合計 3,881,078 3,674,339

固定資産   

有形固定資産 58,671 49,966

無形固定資産   

のれん 247,175 171,238

ソフトウエア 146,207 97,579

無形固定資産合計 393,382 268,817

投資その他の資産   

投資有価証券 228,986 260,457

繰延税金資産 4,261 2,362

その他 52,043 46,110

投資その他の資産合計 285,291 308,930

固定資産合計 737,346 627,713

資産合計 4,618,424 4,302,052

負債の部   

流動負債   

買掛金 131,661 56,938

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 800,000 1,130,000

未払法人税等 50,787 24,601

賞与引当金 1,473 20,070

その他 160,827 100,505

流動負債合計 1,244,749 1,432,116

固定負債   

長期借入金 330,000 －

繰延税金負債 5,447 251

固定負債合計 335,447 251

負債合計 1,580,196 1,432,367

純資産の部   

株主資本   

資本金 733,979 733,979

資本剰余金 920,215 920,215

利益剰余金 1,270,441 1,090,125

自己株式 △70,014 △70,014

株主資本合計 2,854,620 2,674,304

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △9,328 △6,046

その他の包括利益累計額合計 △9,328 △6,046

非支配株主持分 192,935 201,428

純資産合計 3,038,227 2,869,685

負債純資産合計 4,618,424 4,302,052
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 2,091,906 1,900,881

売上原価 1,504,185 1,419,787

売上総利益 587,721 481,093

販売費及び一般管理費 745,244 621,978

営業損失（△） △157,523 △140,884

営業外収益   

受取利息 166 137

受取配当金 1,100 950

受取保険金 － 2,743

保険解約返戻金 22,529 －

その他 589 1,838

営業外収益合計 24,386 5,669

営業外費用   

支払利息 8,173 5,320

支払手数料 96,369 －

投資事業組合運用損 3,541 －

その他 375 931

営業外費用合計 108,460 6,252

経常損失（△） △241,596 △141,466

特別利益   

固定資産売却益 － 63

匿名組合投資利益 － 64,047

新株予約権戻入益 10,051 －

特別利益合計 10,051 64,111

特別損失   

固定資産除却損 － 1,499

投資有価証券評価損 － 54,687

ゴルフ会員権売却損 2,361 －

特別損失合計 2,361 56,187

税金等調整前四半期純損失（△） △233,906 △133,542

法人税、住民税及び事業税 37,518 41,577

法人税等調整額 2,238 △3,296

法人税等合計 39,757 38,280

四半期純損失（△） △273,664 △171,823

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△5,719 8,492

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △267,944 △180,316
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純損失（△） △273,664 △171,823

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △15,577 3,281

その他の包括利益合計 △15,577 3,281

四半期包括利益 △289,241 △168,541

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △283,522 △177,034

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,719 8,492
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 99,756千円 76,575千円

のれんの償却額 32,466千円 26,389千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
ソフトウエア開発・
ライセンス事業

映像制作・
メディア事業

その他事業 調整額
合計
（注）

売上高      

外部顧客への売上高 806,411 1,107,640 177,854 － 2,091,906

セグメント間の

内部売上高又は振替高
320 781 － △1,101 －

計 806,731 1,108,421 177,854 △1,101 2,091,906

セグメント利益又は損失（△） △67,806 15,352 △105,069 － △157,523

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
ソフトウエア開発・
ライセンス事業

映像制作・
メディア事業

その他事業 調整額
合計
（注）

売上高      

外部顧客への売上高 934,858 869,990 96,032 － 1,900,881

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － －

計 934,858 869,990 96,032 － 1,900,881

セグメント損失（△） △113,481 △14,535 △12,866 － △140,884

（注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △28円66銭 △19円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△267,944 △180,316

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△267,944 △180,316

普通株式の期中平均株式数（株） 9,350,296 9,357,740

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結累計期間について、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため、当第３四半期連結累計期間について、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2020年２月５日

株式会社フュートレック    

 

 取締役会 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士  森村 圭志　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士  井尾 武司　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フュー
トレックの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019
年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、
すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フュートレック及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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